






研究目的 

神経芽細胞腫のマススクリーニングによる患者発見率を高め,早期治療による救命を図る

ため,現在行なわれている6～8ヵ月時点の尿中VMA検査に加え,1歳頃にもう一度検査する

ことの実施方法および技術的な可能性を検討する。 


